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自己紹介

父親が商社勤務で中近東転勤により、レバノン（ベイルート）生まれ、

　　トルコ（アンカラ）に移住、小学3年生の時に来日

横浜で小中高、浪人後、筑波大学 社会工学類 都市計画専攻・卒業

平成２（1990）年　横浜市役所入庁

高秀市長（1990年～）：文部科学省勤務、理研の誘致

中田市長（2002年～）：職員アントレプレナーシップ事業創設、ライフサイ
エンス都市構想策定、川崎市役所兼務（殿町地区構想立ち上げ）

林市長（2009年～）：横浜市立大学医学部先端医科学研究・先進医療体
制の整備、I・TOP横浜、YOXO、横浜未来機構創設

山中市長（2021年～）：横浜商工会議所など経済団体との窓口

土日等休日は、小中学生向けソフトテニス教室のコーチを

やりつつ、2020年から、寿地区（簡易宿泊所）路上生活者支援、難病の

子どもや児童養護施設に通う子どもの支援などNPO活動を

始める。 2
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【出典】日本の長期人口推移と予測（国土交通省「国土の長期展望」）

日本の人口推計

１．背景・課題認識
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全国平均より
低い産業

全国平均より
高い産業

１以上は全国平均より高い（集積している）産業を意
味する

横浜経済構造分析結果（平成２７年度）

石油・石炭関連産業依存の一本足打法

全産業の生産額に占める割合が全国平均と比較して高い産業は、地域にとって比較優位な産業であり、地域
の得意な産業である。
ここでは、修正特化係数を用いて、全国平均と比較して地域で得意な産業が何かを把握する（下図）。

分析の
視点



【きっかけ】
世界最大規模の先端技術イベント
「ハノーバーメッセ」（平成２８年度）

【メンバー】
市内中小製造業・IT企業、IDEC横浜、横浜市経済局

【視察】
・オバマ大統領など主要閣僚の視察で
　昼食も取れず（４泊6日の強行日程）
・毎日夕食は皆でビール片手に飲み明
かし
→気軽に相談できる人間関係が構築
→参加者から「一番の成果！」と声

２．きっかけと仮説



仮説

脱炭素・デジタル化など社会課題解決の新産業を
生み出していかなければ、横浜経済の未来はない

　　

土壌となるオープンイノベーション（組織や業界の
垣根を超えた連携）の風土づくりをすることで、ス
タートアップ・新産業が生まれてくる

7



交流と連携が目的（横浜市の補助は想
定していない）の会費無料のバーチャル
会員組織

事業分野は問わず、横浜市に拠点がな
くても参加可能

ビジネス活動していただいてOK
8

３．オープンイノベーションとスタートアップ推進
　（１）立ち上げ期
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　Ｉ・ＴＯＰ横浜立ち上げ当初



参加会員企業や団体が年々増加（新規会
員100以上/年間）

　

海外からも参加（フランス、スイス、エスト
ニア、上海など）

　

実証実験の提案も増加（個別プロジェクト
50以上）

　　　例：自動運転、スマートホームなど

次から次へと各企業や団体が積極的に参加



ＩｏＴオープンイノベーションパートナーズ　（I・TOP横浜）  
横浜ライフイノベーションプラットフォーム　（ＬＩＰ．横浜）

個別プロジェクト推進

実証実験

ライフイノベーションの推進

個別プロジェクト推進
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ネットワーク交流・連携

海外展開支援

特区制度の活用

イノベーション人材の交流

参画企業数
約700社

参画企業数
約360社

　オープンイノベーションを推進する仕組み　　
　 平成29年4月～

平成２８年12月～



イノベーション創出と戦略的な企業誘致

■政策の目標・方向性
　○Ｉ▫ＴＯＰ横浜やＬＩＰ. 横浜などのプラットフォームにより、オープン
イノベーションの取組を強化することで、ＩｏＴ、ＡＩ等の最新技術をいか
した取組や健康・医療分野の革新的な研究開発を支援し、イノベーショ
ンの持続的な創出を目指します。

　○関内地区のリノベーション促進によるオフィス環境の整備など、ま
ちづくり施策と連動しながら戦略的な企業誘致を進め、市内企業の事
業機会や雇用の場の拡大を図ります。

　○研究開発拠点、外資系企業、ベンチャー企業などの立地を促進し、
京浜臨海部や金沢臨海部「LINKAI横浜金沢」などの産業拠点の活性
化を図ります。

横浜市中期４か年計画（２０１８→２０２１）



将来の地域交通課題の解決を目指すプロジェクトです。
　　（相鉄バス㈱、群馬大学、日本モビリティ株式会社）

よこはま動物園（ズーラシア）⇔里山ガーデン
　2019.9/14～10/14　約4,900人が試乗
　2020.10/5/14　遠隔監視・操作による営業運行の実証実験を実施
左近山第1バス停～左近山第5バス停
　2021.3/29～4/9

①路線バス自動運転プロジェクト



株式会社ニットー（中小製造業）の金型技術の活用

②医工連携プロジェクト

横浜市立大学医学部、千葉大学医学部のニーズをもとに、外科手術時
の負担軽減のための装着型イスの開発プロジェクトです。

https://youtu.be/XPQPn3udKQ4


い
すゞ

海や歴史が感じられる独
自の魅力をもつエリア
最近スタートアップが進
出

港北NT

京浜臨海部

戸塚
保土ケ谷

金沢臨海部

本牧・磯子

海　
外

SV・
NY・
上海・
ベルリン・
パリ・
ロンドン
・・・

他地域

渋谷・
大丸有・
日本橋
つくば
京阪神
福岡
・・・

多様な人材の交流による新ビジネスを生み出す
イノベーション・エリア形成（まちづくりと連携）

富士フイルム
ビジネスイノベー

ション

３．オープンイノベーションとスタートアップ推進
　（２）関連施策との融合期

 117,000人（就業者数）／　　1,820社（事業所数）　<令和２年>　

9６.６% 開発率（暫定含む）　＜令和２年８月＞　 



　
　

　（２）「イノベーション都市・横浜」宣言

エンジニア・起業家等
250名以上の

イノベーターが集結
（H31.1.7.）



ＹＯＸＯ ＢＯＸは、本拠点が、横浜に新しい交流を生み出すための
サンドボックス（砂場=実験場）となるという意味を込めて命名しました。                      

場所：横浜市中区尾上町一丁目６番ＩＣＯＮ関内（１階）
　（令和元年10月31日～）

スタートアップ成長支援拠点を開設

よくぞ　　　ぼっくす



スタートアップの成長ステージに応じたプログラムを展開
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次代を担う起業家が数多く生まれつつあるYOXOBOX

これから新しいビジネスの起業を目指す方を対象とし
た起業講座（3か月）

創業３年程度の成長が見込まれるスタートアップを
対象とした7か月の成長支援プログラム

プログラム参加者や地域の皆様とのコミュニティ形成や実証実験なども進んでいま
す

開講以降
約1８０名が修了！

With/Afterコロナのイノベーション
今期は8月にデジタル、ヘルスケアなどの有望な１２社を採択！

ビジネスプラン作成、チームづくり、プレゼンテーション等を支援 メンタリングや、パートナー企業・支援者等との連携・協業の
機会を提供し、成長を支援
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◆重症患者管理システム　
重症患者の重症度を常時シ
ステム上で解析し、スマホでリ
アルタイムにチェックできるシス
テム「iBSEN（イプセン）」を
通じて、重症患者の治療を
行う急性期現場におけるデジ
タル化を推進

◆2021年３月
1億5,000万円の資金調達
を達成 ASCII STARTUP

日本経済新聞

（横浜市立大学発スタートアップ）株式会社CROSS SYNC

スタートアップの事業例



（３）発展期

2020年
横浜市庁舎移転

横浜スタジアム増席

2026年春には次世代の横浜を象徴するエンターテインメント＆
イノベーションの拠点となる新たな街がグランドオープン予定

↑【主な機能】

・旧庁舎街区：オフィス、大学、新産業
創造拠点、商業施設、星野リゾート

・関内駅前地区：グローバルビジネス
拠点、ベンチャー企業成長支援拠点、
観光・集客機能、居住機能



横浜未来機構のビジョン
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横浜未来機構の１０のアクション
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会員一覧（2023.9.30現在）

正会員92団体
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・・・・・ほか

会員一覧



<本市の提案の概要>
ベンチャー企業成長支援拠点「YOXOBOX」をハブとしてI・TOP横浜、
LIP.横浜といったオープンイノベーションの取組を生かし、スタートアップ
支援・新ビジネス創出のコミュニティ形成を進め、横浜ならではの人・企
業・投資を呼び込むエコシステムを構築します。

内閣府「グローバル拠点都市」に選定



連携協力事項
①スタートアップ・エコシステムの形成
②両者のグローバル拠点都市への成長に必要な
　海外企業誘致施策
③両者を世界有数のオープンイノベーション地域に
　するための施策
④情報交換及び交流の促進
⑤その他、協力が必要と認められること

渋谷区との包括連携協定締結
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中外製薬
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鎖
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横浜市の取組み年表



●スタートアップ支援（YOXO）（R1～３）

29

４．振り返りと現在の課題

●オープンイノベーション創出（H30～R3）
　

マッチング件数：２,０９４件（目標：１,４２０件／４年）
プロジェクト数：　  ３４６件（目標：　３００件／４年）

SUが受ける民間投資額：
　　　　　　　　　120.4億円（目標： 100億円／３年）
スタートアップの成長支援件数：
　　　　　　　　　　　　270件（目標：100件／３年）
ビジネスイベント参加者数：
　　　　　　　　　　　6,814名（目標：5,０００名／３年）



オープンイノベーションを推進したこと

研究開発施設を誘致してきたこと

　

駅前再開発など、まちづくりと連動させたこと

結果として、良かったこと

～立地企業との関係、誘致と連動、SUの広がり

～本社との関係、個人の動き、イノベーションスぺース

～イノベーションの広がり、大学生など若手人材



イノベーションの取組により変化したこと

→企業誘致のセールスポイントが変化
　

（平成２９年度まで）

羽田空港へのアクセス、東京に比較して地価の安さ

住みやすい環境、パシフィコ横浜

（I・TOP横浜立ち上げ後）

組織を垣根を超えた交流・連携（多様性）

豊富な実証フィールド（都心部、商店街等）

MM２１地区や関内地区のまちづくりとの連携

野毛・関内の飲み屋街 31



都心部と郊外部とのネットワーク化

　

イノベーション人材育成（小中高生・大学生等）

　

サーキュラーエコノミーなど新たな取組み

現在の課題

～CMの配置、郊外部への企業誘致（R5年度条例改正予定）

～若手人材育成プログラム実施、人事交流

～eスポーツ、メタバース、宇宙ビジネス、etc.



ご清聴ありがとうございました。

　本日、ご参加の皆様が社会課題を解決するイノベーター！

　イノベーションとは、０から１を生み出すだけでなく、一見
すると関係ないように見えるさまざまな分野の疑問や課題、
アイデア、やひらめき（、そして人）を上手につなぎ合わせる
力です。

　そして、そのために大切なことは、大好きなことをする、

夢を語る（スティーブ・ジョブズ氏）
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